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◆ 生命都市推進プロジェクトについて 

 生命都市いきいき前橋は、都市の「栄養」である地域特性や市民の力をまちづくりの資源として活用し、

「新たな都市の恵み」を産み出していきます。そして、創出された「都市の恵み」は再び「栄養」として

還元され、都市が生命活動を行うかのように地域資源が持続的に循環していく都市となります。 

上記の考え方を具現化するために先行的・先導的に推進する重点施策が「生命都市推進プロジェクト」

であり、本市が実施するさまざまな施策・事業の中でも優先度の高い取り組みとして位置づいています。 

各取り組みの原動力となる「担い手」の育成・「人材」の確保を図るプロジェクトと、本市が誇る「地

域特性」を活用する４つのプロジェクトで構成し、それぞれ３つのプログラムを実行します。各プログラ

ムには、具体的な取り組みが示されています。 

 

プロジェクトでは、新たな都市の恵みを創出するため実効性の高い施策・事業を分野別実施計画事業の

中から選択・抽出するとともに、時代の変化に合わせた戦略性の高い施策・事業を分野横断的に調査研究

していく必要があり、これらを複合的に組み合わせ推進することで、生命都市の実現性を高めていきます。 

推進にあたっては、市民・地域はもとより、各プロジェクトに関わる多様な主体と連携しながら分野横

断的かつ補完的に展開していく必要があります。そのための協議・推進体制として、プロジェクトごとに

検討部会を設置することとしています。 
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◇推進イメージ 



 

プロジェクト 実行プログラム 具体的取組 

県都まえばし 

育成プロジェクト 

県都前橋の担い手育成 

プログラム 

・担い手育成の強化 

・夢や希望を育む体験・交流事業の充実 

居住環境・教育環境充実 

プログラム 

・人口減少時代における若者の定住促進 

・指導体制・教育環境の充実 

高感度行政推進 

プログラム 

・行財政運営の効率化・最適化 

・ＩＣＴを活用した業務改革・利便性の向上 

ふれあいコミュニティ 

創造プロジェクト 

地域生活安心 

プログラム 

・支えあう地域に向けた人材・団体の育成 

・新たな共助の仕組みづくり 

市民力・地域力増進 

プログラム 

・「新しい公共」創出に向けた仕組みづくり 

・協働型事業の充実 

医療・保健・福祉環境向上 

プログラム 

・医療・保健・福祉機能の連携強化 

・医療・福祉体験の充実 

クリーンシティ 

実現プロジェクト 

自然力活用 

プログラム 

・クリーンエネルギーの地域内循環 

・地域資源の高効率利活用 

ごみゼロ環境創造 

プログラム 

・事業系ごみの徹底減量 

・市民参加型ごみ減量運動の推進 

前橋型エコ・ライフ推進 

プログラム 

・エコ市役所の推進 

・エコ・ライフの拡大 

まえばし産業 

成長プロジェクト 

農業の産業価値向上 

プログラム 

・前橋産農畜産物の活用促進 

・農畜産物のＰＲ戦略展開 

「農」あるくらし実現 

プログラム 

・身近に感じるための農業体験の充実と提供 

・多様な主体の農業への参画促進 

産業基盤強化推進 

プログラム 

・産業振興の基盤づくり 

・産学官連携による産業振興 

まえばしクオリティ 

向上プロジェクト 

都市ブランド形成 

プログラム 

・都市の魅力・ブランド力の向上 

・戦略的プロモーションの展開 

にぎわい創出 

プログラム 

・にぎわい交流機能の充実 

・街なか文化の創出と展開 

前橋文化発見創造 

プログラム 

・前橋文化の発見・発掘 

・新たな地域資源の創造 

 



担い手育成の強化
[関連する事務事業]

○子どもたちの地域活動・まちづくり等への参加促進 ・地域づくり活動の促進

○各分野における担い手育成施策の充実 ・高等教育機関の活用推進

ほか

夢や希望を育む体験・交流事業の充実
[関連する事務事業]

○各分野で活躍する著名人と子どもたちとの交流機会の創出 ・福祉教育の推進とボランティア活動の促進

○就業体験や科学技術体験、文化創作体験などの体験機会の創出 ・次世代に向けた文化の担い手づくり

ほか

　子どもたちの郷土への愛着心を育むとともに、各界で活躍する本市ゆかりの著名人との交
流や、多様な体験活動などを通じ、将来に対する夢や希望を育み、県都前橋を背負って立つ
次代の担い手を育成します。

P141

P126

P85

P132

想定される新たな都市の恵み

・地域特性を活かした各種子どもイベントの創出
・前橋で育った子どもがまちづくりの担い手として地域で活躍する姿
・前橋出身の著名人の増加

 本市で学び・育った子どもが将来、さまざまな社会へと羽ばたいていく中で、特に市内（地元）でも活
躍できる環境を整えていく必要があります。また、各プロジェクトを効果的に推進するためには、マンパ
ワーの確保とあわせて、社会潮流や市民ニーズの変化に対して柔軟に対応できる感度の高い行財政
運営を実現する必要があります。 
 生命都市いきいき前橋は、「担い手の育成」や「居住・教育環境の充実」、「行政の経営能力の向上」
によって、県都前橋の「成長の原動力」を強化し、「新たな都市の恵み」の創出を目指します。 

前橋工科大学「こども科学実験教室」 

 県都前橋の担い手育成プログラム 

こども起業塾 



人口減少時代における若者の定住促進

[関連する事務事業]

○定住人口の促進 ・定住促進の強化

○若者・子育て世代への支援 ・地域における多様な子育て支援

ほか

指導体制・教育環境の充実
[関連する事務事業]

○きめ細かな指導体制の構築 ・基礎・基本の確実な定着

○多様で質の高い教育の実施 ・現代の教育ニーズに応じた多様な教育の推進

ほか

想定される新たな都市の恵み

行財政運営の効率化・最適化

[関連する事務事業]

○業務体系の効率化 ・業務改善・改革の推進

○公共施設マネジメントの推進 ・公共施設管理の合理化・効率化

ＩＣＴを活用した業務改革・利便性の向上
[関連する事務事業]

○ＩＣＴを活用した行政サービスの充実 ・ＩＣＴを活用した改革の推進

○ＩＣＴによる生活利便性の向上 ・人材育成と運営体制の確立

想定される新たな都市の恵み

　若者の定住促進や子育て世代への支援、他都市からの移住促進を図り、人口減少対策に取
り組みます。また、教員の負担に配慮しながら、少人数指導や指導内容の質の向上に努め、
きめ細かな指導体制・教育環境の実現を目指します。

P148

P28

P73

P123

P124

P153

P154

・事務事業の点検・評価による業務効率化
・公共施設の長寿命化・効率的管理・適正配置
・ＩＣＴによる行政手続きの円滑化・効率化
・ＩＣカード等を活用したスマートタウンの実現

・前橋で暮らす人の増加
・街なかへ居住する若者の増加
・前橋ならではの教育体制の実現

　市役所の業務体系や公共施設等の効率化・最適化を進め、行政サービスの水準確保に努め
るとともに、ＩＣＴを活用した業務改革・利便性の向上や、優しさと温かみのある市政運営
に努め、市民から信頼される市役所づくりを進めます。

P146

公共施設再配置計画 他都市事例より 

 居住環境・教育環境充実プログラム 

 高感度行政推進プログラム 



支えあう地域に向けた人材・団体の育成
[関連する事務事業]

○ボランティア活動と人材育成の支援 ・健康づくりの推進

○地域で活躍する人材との連携強化 ・福祉教育の推進とボランティア活動の促進

ほか

新たな共助の仕組みづくり
[関連する事務事業]

○ポイント制等新たな仕組みづくりに向けた検討 ・社会参加の促進

○民間との連携による事業促進 ・新しい事業活動への支援

　地域住民同士が主体的に支えあい活動に取り組める環境の整備を図ります。また、地域活
動やボランティアに参加しやすい環境を整えるため、ポイント制の導入やコミュニティビジ
ネスの支援などの新たな共助の仕組みづくりを進めます。

P67

P85

P77

P94

想定される新たな都市の恵み

・互助・共助に関わる人々の増加
・コミュニティビジネスの活性化、ボランティアポイント制度の導入
・顔が見える地域社会の確立

 住民同士が相互に支えあう仕組み（互助、共助）をいかに回復させ、公助との連携・協働を図ることが
できるかが課題となっています。 
 充実した医療・保健・福祉環境を背景に、共助・互助の仕組みが定着すれば、市民や地域が担う、新
たな医療・保健・福祉サービスが誕生する可能性があります。生命都市いきいき前橋は、市民力・地域
力の増進を通じ、互いに支えあい、安心して健康に暮らせる「ふれあいコミュニティ」の創造を目指しま
す。 

 地域生活安心プログラム 

介護予防サポーター養成講座 ふれあい・いきいきサロン 



「新しい公共」創出に向けた仕組みづくり

[関連する事務事業]

○市民・地域・行政の役割分担のあり方検証 ・地域づくり活動の促進

○地域コミュニティ組織の改革支援 ・住民自治のあり方に関する対話・協議

協働型事業の充実
[関連する事務事業]

○行政サービスにおける協働型事業の拡大 ・活力ある市民活動の促進

○ＮＰＯ等と連携した新たな事業展開の仕組みづくり・民間活力を活用した行政活動の促進

想定される新たな都市の恵み

医療・保健・福祉機能の連携強化

[関連する事務事業]

○関係機関とのネットワーク構築 ・健康づくりの推進

○行政の各種相談窓口の連携 ・地域医療環境の充実

医療・福祉体験の充実
[関連する事務事業]

○人材確保に向けた各種施策の充実 ・地域医療環境の充実

○子ども向け医療・福祉体験プログラムの検討 ・福祉教育の推進とボランティア活動の促進

想定される新たな都市の恵み

　市民や地域をはじめとする多様な主体が公的活動に参加する「新しい公共」の創出に向
け、市民・地域・行政の役割分担や協働のあり方を検証するとともに、協働型事業の創出・
拡大を図ります。

P68

P141

P141

P141

P147

P68

P85

・総合相談窓口の設置
・医療・保健・福祉分野を志す若者の増加
・「医療・保健・福祉先進都市」のイメージ確立

・市民協働・まちづくりルールの策定
・住民自治を支える後継者の創出
・民間協働による行政サービスの提供

　医療・保健・福祉機能の効果的な連携強化を図るとともに、次代の医療・福祉を担う子ど
もたちの夢や憧れを育み、医療・保健・福祉環境のさらなる向上を目指します。

P67

 市民力・地域力増進プログラム 

 医療・保健・福祉環境向上プログラム 

福祉保健総合窓口のＨＰ 他都市事例より 

「市民提案型パートナーシップ事業」プレゼン 



クリーンエネルギーの地域内循環
[関連する事務事業]

○新エネルギーを活用した地域の活性化 ・新エネルギーの導入促進

○民間連携による新エネルギー施策の調査研究 ・次世代技術の導入促進

地域資源の高効率利活用
[関連する事務事業]

○循環型エネルギーの利用促進 ・エネルギーと資源の有効活用

○大学等と連携した技術開発と活用促進 ・次世代技術の導入促進 P61

　環境への負荷の少ないクリーンエネルギーや新たな環境技術の導入促進に取り組むととも
に、それを活かしたまちづくりの研究を進め、資源やエネルギーの高効率利用と地域内循環
を目指します。

P60

P61

P60

想定される新たな都市の恵み

・資源やエネルギーの地域内循環の実現
・市民協働型エネルギー施策の拡大
・廃棄物からエネルギーを回収する技術の拡大
・地域特性を活かした新しいクリーンエネルギーの導入

 環境宣言都市である本市としては、クリーンエネルギーや新たな環境技術の導入に積極
的に挑戦し、自然からの恵みに恩返ししていかなければなりません。また、周辺環境に対
して負荷をかけない暮らしを送るとともに、次代を担う子どもたちのためにも、安全かつ
美しい形で自然を残せるよう、努力していく必要があります。 
 生命都市いきいき前橋は、クリーンエネルギーの導入、ごみ減量の徹底、周辺環境の美
化を積極的に推進する「クリーンシティ」の実現を目指します。 

 自然力活用プログラム 

連携による太陽光発電システム導入イメージ 小水力発電を活用した防犯灯 



事業系ごみの徹底減量

[関連する事務事業]

○事業所と連携した排出ごみの減量化 ・事業所ごみの減量

○ごみ減量のための啓発活動

市民参加型ごみ減量運動の推進
[関連する事務事業]

○市民参加によるごみ減量策の調査研究 ・ごみの発生抑制の促進

○学校等と連携した家庭ごみ減量策の推進 ・ごみの再利用・再生利用の促進

想定される新たな都市の恵み

エコ市役所の推進

[関連する事務事業]

○市民・事業所等へのＰＲと普及啓発 ・ＣＯ２削減の推進

○市役所での環境技術導入に向けた調査研究 ・新エネルギーの導入促進

エコ・ライフの拡大
[関連する事務事業]

○自転車のある生活様式の提案・推進 ・ＣＯ２削減の推進

○地域資源（赤城山等）を活かした自然体験事業の充・自転車利用の普及啓発

想定される新たな都市の恵み

・環境に配慮した生活様式の確立
・自転車振興都市としてのイメージ確立
・市外からの環境自然体験参加者の増加
・赤城山のブランド力向上

・排出ごみが少ない環境モデル都市のイメージ確立
・リサイクル促進のための拠点、
　大型リサイクルプラザの設置

　自然にやさしい生活様式の確立に向けて、身近なところから省エネやリサイクルの仕掛け
づくりを進めるとともに、自転車利用や緑化活動などの拡大・参加促進に取り組みます。

P56

P55

P59

P59

　ごみ（紙ごみ・食品残さ・枝木等）排出量の大幅削減に向けて、まずは市役所から排出さ
れるごみの徹底的な減量に取り組むとともに、全市民参加型のごみ減量化施策の具体化を進
めます。また、ごみ減量化のための啓発活動を強化し、ごみ問題への意識を高めます。

P60

P59

P55

 ごみゼロ環境創造プログラム 

 前橋型エコ・ライフ推進プログラム 

市民参加型のごみ拾い（南橘地区） 



前橋産農畜産物の活用促進
[関連する事務事業]

○異業種連携による六次産業化の推進 ・六次産業化の推進

○産学官連携による新たなブランド品開発 ・農畜産物のブランド化推進

農畜産物のＰＲ戦略展開
[関連する事務事業]

○農・食をテーマとしたＰＲイベントの開催 ・農畜産物の販路拡大

○大消費地への販路拡大支援 ・地産地消の推進

P102

P102

　生産者・加工業者・販売業者による農商工連携と、農業の六次産業化を積極的に推進しま
す。また、農畜産物・加工品のブランド化と、産学官の連携による新たなブランド品開発を
進め、「前橋産」の商品価値・競争力の強化を図るとともに、大消費地への売り込みや各種
メディアの活用によるＰＲ活動等を通じ、多様な販売チャネルを開拓し、販路拡大を図りま
す。

P100

P100

想定される新たな都市の恵み

・生産者・加工者・流通関係者皆にとっての名物の創出
・販路拡大による販売・生産量の増加
・「赤城の恵」ブランドのイメージ拡大

 市民をはじめ、多くの人々が「農」への関心や関わりの度合いを深められる機会の創出
に努めながら、前橋産農畜産物のブランド化や農業の六次産業化など、農業の価値や魅力
の向上に努めるとともに、本市の産業基盤全体の強化を図り、県都前橋にふさわしい「産
業の新しい価値」の創出を目指します。 

 農業の産業価値向上プログラム 

六次産業化のイメージ 農業企業家まつり 



身近に感じるための農業体験の充実と提供

[関連する事務事業]

○農地を活用した農業体験事業・ツアーの充実 ・新規就農者及び農業後継者等の支援

○地域と連携した市民農園の提供 ・新しい農業の推進

多様な主体の農業への参画促進
[関連する事務事業]

○企業等の農業参入の促進 ・新しい農業の推進

○多様な主体の農業への参加機会の創出 ・遊休農地の有効活用

想定される新たな都市の恵み

産業振興の基盤づくり

[関連する事務事業]

○雇用創出に向けた産業振興の推進 ・中小企業振興の基盤づくり

○地域特性を活かした産業集積の推進 ・企業誘致の促進

産学官連携による産業振興
[関連する事務事業]

○地域特性を活かした新技術・新製品の研究開発 ・産学官連携の促進

○前橋工科大学との連携強化 ・高等教育機関の活用推進

想定される新たな都市の恵み

P103

P101

　農業を持続性あるものとするため、農業体験の充実や遊休農地・市民農園の活用などを通
じて、多くの人の農業への関心・興味を喚起するとともに、多様な主体が農業に参画する機
会の拡充を図り、新規参入者の育成、働く場の確保を目指します。

P101

P92

・足腰の強い中小企業の増加
・新たな雇用の拡大
・地域特性を活かした新産業の創出

P104

・農業に関心を抱く人の増加
・農業従事者の増加
・持続性のある農業の実現

　新たな雇用創出につながる中小企業支援施策の充実を図るとともに、本市の地域特性を活
かした産業集積や、「ものづくり」の強みを活かした産学官連携を促進し、都市の成長をけ
ん引する産業基盤の強化を推進します。

P91

P93

P126

 「農」あるくらし実現プログラム 

 産業基盤強化推進プログラム 

農業体験の様子 



都市の魅力・ブランド力の向上
[関連する事務事業]

○各プロジェクトの進行管理と情報発信 ・民間活力を活用した行政活動の促進

○民間との協働による魅力向上施策の検討 ・主要施策の着実な推進

戦略的プロモーションの展開
[関連する事務事業]

○都市イメージアップに向けたプロモーションの展開・市政情報の積極的な発信

○効果的なプロモーションを進めるための体制づくり・組織体制の見直しと適正な定員管理

　地域特性を活用するさまざまな取り組みから生み出される新しい価値・新たな都市の魅力
を「前橋らしさ」として磨き上げ、都市のイメージアップやブランド力向上に活用していき
ます。活用にあたっては、より戦略的なプロモーションを展開することにより、郷土への愛
着心の向上と「前橋ファン」の獲得を目指します。

P150

P147

P142

P147

想定される新たな都市の恵み

・各プロジェクトの効果的な連携
・「前橋ファン」の増加
・全国的な知名度の獲得

 市民の愛着心や郷土意識を高めるとともに、誇るべき「前橋文化」として積極的に発信し、本市の
都市イメージの定着や向上に活用していくことが重要です。また、都市の顔である「街なか」の再生
に取り組むとともに、「前橋の良さ」、「前橋ならでは」を改めて発掘しなおし、「前橋らしさ」をさらに磨
きあげ、都市の質（クオリティ）を高めていく必要があります。 
 かつて前橋産シルクが「Ｍａｅｂａｓｈｉ」の名で世界に発信されていったように、「前橋文化」や「前橋
らしさ」を幅広く、効果的に発信しながら、生命都市いきいき前橋は未来への物語を紡いでいきます。 

市長によるトップセールス 

 都市ブランド形成プログラム 

前橋市「フェイスブック」ページ 



にぎわい交流機能の充実

[関連する事務事業]

○関係機関と連携した効果的なイベント等の開催 ・地域特性を活かしたイベント事業の充実 P98

○街なかの交流空間づくり ・街なか文化の充実と発信

ほか

街なか文化の創出と展開
[関連する事務事業]

○アーツ前橋と連携した文化事業の充実 ・利便性と回遊性の向上

○文化資源を活用した街なか回遊の仕組みづくり ・街なか活性化に向けた仕組みづくり

想定される新たな都市の恵み

前橋文化の発見・発掘

[関連する事務事業]

○近代文化・歴史の著名人等の活用策検討 ・都市観光の充実

○前橋文化のＰＲ・情報発信の推進 ・萩原朔太郎を核とした芸術文化の推進

ほか

新たな地域資源の創造

○地域における文化歴史資源の創出と活用策検討

想定される新たな都市の恵み

　街なか全体を舞台としたイベントの開催や交流の場を提供し、中心市街地に文化・交流・
学習機能を創出するとともに、街なかを回遊したくなる仕組み・仕掛けづくりに取り組み、
街なかのにぎわいを創出します。

P98

P97

P98

P133

・既存資源のブランド力向上
・眠っている前橋文化の顕在化
・新たな「前橋らしさ」の創出

・文化・交流拠点の有機的な連携
・街なかの通行人及び街なかで活動する人の増加
・市民の拠り所としての「街なか」イメージの定着

　歴史や文化に根ざした学びや体験の場を提供する中で、多くの人々が交流できる仕組みづ
くりと、潜在的に魅力のある地域資源の新たな活用策を検討・展開します。

P107

アーツ前橋「外周ライトアップ」 

 にぎわい創出プログラム 

 前橋文化発見創造プログラム 

ボランティアガイドと巡る史跡ツアー 
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